
経営比較分析表／団体全体（令和6年度決算）
和歌山県　和歌山市

【事業概要】

グラフ凡例
法適用 工業用水道事業 415,000 大規模 2 221,120 ■ 当該団体値（当該値）

業務名 業種名 現在配水能力(合計)(m
3
/日) 類似団体区分 施設数 １日平均配水量(m

3
)

類似団体平均値（平均値）

- 76.3 43 336,286 自治体職員 【】 令和6年度全国平均

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 給水先事業所数 契約水量(m
3
/日) 管理者の情報 －

R02R05 R06 R02

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　①経常収支比率（％）は、料金収入がほぼ一定の
金額で推移しており、経費の抑制により、毎年黒字
を確保できている。
　②累積欠損金比率（％）は、各年度0.00％で推移
している。
　③流動比率（％）は、100％以上あり、平均値を
大きく上回っている。令和３年度は他会計への長期
貸付を行ったことにより大きく減少したが、令和４
年度から令和６年度は貸付金の一部が返還され、数
値が上昇した。
　④企業債残高対給水収益比率（％）は、類似団体
平均値と比べ高い推移を示している。これは、これ
まで行った施設整備の財源に、企業債を多く用いた
ことにより企業債残高が多いことが要因であるが、
企業債発行の抑制を図ることにより、減少傾向であ
り、全国平均を下回ることができている。
　⑤料金回収率（％）の推移についても、①の要因
により、100％以上を確保できている。
　⑥給水原価（円）は、平均値に比べて5.66円／㎥
低くなっており、効率性が高いことを表している。
　⑦施設利用率（％）は、平均値に比べて低くなっ
ており、これは使用水量の減少によるものである。
　⑧契約率（％）は、平均値より1.31ポイント高
く、類似団体より適切な規模の投資ができているこ
とを表している。

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 133.75 131.34 130.72 129.81

R03 R04

297.87 282.67 255.15 229.43 226.67当該値 485.81 326.74 615.93 742.48 949.95

R03 R04 R05 R06 R02R03 R04 R05 R06

1.46 1.18平均値 119.93 118.40 113.04 115.02 111.98

当該値当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00123.49

平均値 225.72 217.80 216.05 213.13 213.10平均値 380.84 424.64 427.23 454.07 381.88平均値 9.47 11.03 1.88

2. 老朽化の状況について

　①有形固定資産減価償却率（％）は、平均値より
7.83ポイント高くなっており、老朽化した施設を計
画的に更新する必要がある。
　②管路経年化率（％）及び③管路更新率（％）
は、浄水場の整備を優先的に行っており、平成３０
年度から管路の更新は行っているものの、耐用年数
にあわせて行えていない状況にあり、経年化管路の
更新について検討していく必要がある。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R06

当該値 135.49 132.83 132.40 131.16 124.19

R03 R04 R05 R06 R02R03 R04 R05 R06 R02

81.03 81.03 81.03 81.03 81.03当該値 65.76 57.38 52.63 53.89 53.28

18.36 18.88平均値 116.75 115.48 109.91 111.83 108.95

当該値当該値 12.12 12.35 12.39 12.52 13.22

2. 老朽化の状況

平均値 80.08 79.69 78.66 80.20 79.72平均値 56.00 56.81 55.65 54.73 54.32平均値 17.22 17.44 18.62

当該値 62.69 65.16 66.94 68.73 70.11

R03 R04 R05R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03R06

0.00 0.44当該値 73.63 74.02 72.59 72.57 72.28

全体総括

　経営の健全性・効率性に関しては、本市の事業経営の状況
は、類似団体と比較して概ね良好と言える。
（ア）急速な人口減少に伴うサービス需要の減少により、産業
としての水需要も減少し、料金収入の減少を招いている。当市
においても同様であり、今後も料金収入の減少が予測されるた
め、料金改定や資金運用方法の変更など対応を考える必要があ
る。
（イ）施設の老朽化に伴う更新需要の増大については、すべて
の施設を更新するには膨大な費用と期間が必要となるため、今
後の施設整備は、将来の水需要に沿った適正規模の投資を行う
必要がある。
（ウ）人材確保については、本市企業局独自の採用を行ってお
らず、市長部局との調整により、人員を決定しているが、技術
系新規採用職員数の不足などもあり、若手の技術職員の確保が
困難な状況になっている。そのため熟練職員によるOJTや内部
研修を行うことで技術の継承を行っている。
（エ）近年の職員給与費の増加や物価高騰による営業費用の増
加の影響については、事業収支の圧迫の一因となっており、上
記（ア）（イ）のとおり、料金改定や適正規模の投資など、収
入面支出面の両方において対策を講じる必要がある。

R04 R05 R06

当該値 0.22 0.00

平均値 0.50 0.20

R02

1.92

0.22平均値 52.07 50.36 51.48 52.79 53.56平均値 60.35 61.07 61.99 62.44 62.28 0.24 0.31
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①有形固定資産減価償却率(％)
【61.29】
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②管路経年化率(％)
【50.74】

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

③管路更新率(％)
【0.20】
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③流動比率(％)
【439.16】
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④企業債残高対給水収益比率(％)
【227.97】
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⑤料金回収率(％)
【107.69】
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⑥給水原価(円)
【20.26】
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⑦施設利用率(％)
【52.31】
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⑧契約率(％)
【77.20】
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②累積欠損金比率(％)
【22.25】
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①経常収支比率(％)
【111.95】
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